
企
部
古
鉛
志
港
廿
五

あ
り
。加

藤
宗
兵
衛
E
際
|
|
二
代
凶
合
旦
恋
1
」

T
加
藤
九
郎
兵
衛
某
日

r三
代
阻
害
霊
長

Z

「
宮
城
加
兵
衛
某

l
l同
大
串
某

右
の
如
〈
見
ね
た
れ
ば
、
宮
城
釆
女
は
畑
山
子
危
り
し
ゅ
ゑ
、
加
藤
凶

合
皇
軍
の
次
男
帯
都
を
養
嗣
子
と
し
、

後
名
を
加
兵
街
と
改
抑
制
す
。

延
費
三
年
十
二
月
三
代
加
藤
間
性
箆
長
よ
り
横
山
左
衛
門
へ
出
し
た

る
人
馬
数
勝
手
方
阪
民
、
二
拾
石
宮
城
加
兵
衛
合
力
米
と
い
ふ
事
を

賊
せ
た
り
。
さ
れ
ば
加
兵
街
の
時
・
波
乱
脈
淡
牧
せ
ら
れ
、
家
族
加
藤
氏

よ
り
養
育
あ
り
し
か
。
尚
道
考
す
ペ
し
。

O
三
位
百
々
女
来

一
冗
蔽
六
年
の
般
に
、
三
枇

E
Y
め
き
と
あ
り
。
他
尾
紀
に
、
三
枇
溢

の
瀬
木
を
ど
ん
ど
と
一
宮
ひ
、
古
へ
は
ど
ピ
め
き
と
い
ふ
。
と
い
へ
り
。

此
の
瀬
木
は
鬼
川
の
下
流
に
て
、
此
所
に
樫
あ
り
て
分
流
せ
り
o
堰

の
落
つ
る
水
量
日
高
き
ゅ
ゑ
、
小
立
野
の
百
々
女
来
と
同
じ
く
、
止
日
は

と
ど
め
き
と
呼
ぴ
た
り
し
か
ど
、
今
は
世
人
三
枇
ど
ん
ど
と
呼
ぴ

て
、
地
名
の
如
く
・
な
り
た
り
。
或
は
云
ム
o
z

h
め
き
と
い
ふ
も
、

、
E
ん
ど
と
い
ふ
も
間
宮
陀
て
、
水
の
だ
う
/
¥
と
流
務
つ
る
水
管
よ

り
、
元
-H
十
六
年
普
裕
容
行
を
命
ぜ
ら
れ
、
資
武
二
年
五
月
先
筒
足

都
市
制
忙
登
服
せ
ら
れ
‘
立
保
四
年
四
月
後
す
。
卒
年
六
十
六
銭
。=一

見
一
女
あ
り
。
長
男
八
郎
右
衛
門
元
盟
家
を
継
ぐ
と
い
へ
ど
も
、
共

の
子
織
之
助
元
文
二
年
幼
少
に
て
早
世
し
.
家
名
断
絶
す
。
次
男
大

武
信
行
新
知
二
百
五
十
石
を
賜
は
り
、
佼
詐
先
筒
足
睦
顕
在
勤
め
、

加
思
共
四
百
五
十
石
賜
は
り
、
別
家
を
立
つ
と
い
へ
ど
も
、
共
の
子

藤
丸
郎
直
温
不
品
行
に
依
つ
に
、
明
和
元
年
家
除
法
牧
せ
ら
れ
.
赴

亦
{
品
名
断
絶
す
。
=
一
男
副
四
郎
裂
は
吉
岡
走
水
の
養
子
と
成
り
、

一

女
は
武
藤
庄
太
夫
の
斐
と
成
り
た
り
と
ぞ
。
さ
て
将
兵
街
箆
信
は
俳

絡
を
都
み
、
俳
名
主
関
子
と

ml・
芭
蕉
三
友
の
一
人
民
て
、
俳
人

繁
堂
・木
図
と
名
を
等
し
う
す
。
俳
林
小
体
医
、
路
子
加
賀
大
夫

om-

生
駒
内
服
↓
初
勝
九
郎
。
総
八
百
石
。
鋭
a
此
君
礎
プ
住
a
金
保
長
町
吋
と

服
せ
た
る
も
の
は
、
宗
家
の
生
駒
氏
等
の
事
を
ぽ
聞
き
誤
り
た
る
も

の
也
。
風
俗
文
選
作
者
列
仰
陀
は
、
尚
子
者
加
州
金
海
之
武
士
也
。

生
駒
民
税
ι
此
君
礎
工
終
翁
之
英
士
也
。
と
見
h
.
俳
人
涼
袋
が
頭
陀

物
跨
陀
一
耳
ム
。
叩
尚
子
は
金
披
陀
乱
脈
を
食
ん
で
、
弓
矢
の
中
陀
風
雅
主

た
の
し
む
。
モ
の
頃
翁
・
金
援
に
頭
陀
主
治
る
し
、
久
し
く
北
校
が

徒
に
遊
ぶ
。
け
ふ
は
尿
川
を
見
・
か
へ
?
て
小
松
の
方
陀
趣
く
と
聞

世
間
古
蹟
志
巻
廿
五

四

り
出
で
た
る
名
也
。
陸
士
衡
が
歎
逝
賦
に
い
へ
る
水
浴
々
而
日
皮
・

駐

K
M田
k

水
流
貌
。
と
あ
る
赴
也
と
。

O
三
社
百
々
女
来
橋

金
海
橋
梁
記
K
、
ど
ん
/
¥
橋
三
枇
。
と
あ
り
。
今
は
ど
ん
ど
橋
と

呼
べ
り
。
江
戸
砂
子
K
.
牛
込
仙
滋
橋
の
下
水
せ
き
の
扮
石
あ
り
て
、

水
音
あ
る
故
陀
世
俗
ど
ん
ど
ば
し
と
い
ふ
と
あ
り
。
開
聞
東
の
方
も
同

俗
な
る
背
中
知
ら
る
。

O
生
駒
寓
兵
衛
奮
邸

元
職
六
年
の
士
幌
医
、
生
駒
前
兵
衛
三
副
古
道
井
上
久
太
郎
向
。
と

あ
り
。
延
質
金
部
闘
を
見
る
に
、
三
枇
ど
ん
ど
の
角
屋
敷
な
り
。

O
生
駒
菖
兵
衛
重
信
傍

忠
信
は
生
駒
内
腕
直
勝
の
孫
に
て
・
生
駒
八
郎
右
術
門
の
長
男
也。

八
郎
右
衛
門
は
初
兵
庫
と
柄
す
。
山
医
長
十
一
年
陀
利
長
卿
被
a
召
出一

百
石
を
賜
は
り
・
後
七
百
石
加
恩
あ
り
て
千
石
を
領
し
・
生
駒
氏

の
庶
家
た
り
。
高
兵
衛
重
信
は
承
臆
三
年
金
俸
に
生
れ
・
幼
名
を
僻

吉
と
一
耳
ひ
.
党
文
六
年
父
出
世
し
て
跡
を
織
ぎ
、
遺
制
之
内
二
百
石
を

賜
は
る
。
時
に
悩
に

+
三
歳
。
同
十

一
年
由
民
小
姓
組
と
成
り
、
延

貸
元
年
磁
知
七
百
石
川醐
は
り
、
千
石

E
依
す
。
同
七
年
馬
廻
組
と
成

き
、
官
尚
子
鞭
う
ち
て
長
亭
主
凌
吉
.
漸
く
松
任
の
籾
陀
し
て
.
品削の

杖
陀
す
が
り
と
ど
め
.
俳
批同
夜
を
と
め
て
別
る
。
北
校
は
師
甘
く
仲
ひ

ゆ
き
て

.
途
別
の
涙
を
落
せ
ば
、
翁
も
て
る
門
闘
を
出
し
切
別
の
吟
を

奥
ム
。
よ
く
人
の
知
れ
る
事
也
。
と
あ
り
。
按
・
干
る

K
、
芭
祐
一
の
金

部
へ
来
寓
せ
し
は
J
沌
称
二
年
の
秋
た
る
よ
し
由
民
の
細
道
広
見
ゆ
。
俳

家
奇
人
仰
に
云
ふ
。
生
駒
高
子
は
.
加
州
金
城
の
士
に
し
て
バ
家
よ

〈
宮
め
り
。
液
晶
期
と
友
と
し
警
し
。
元
総
の
頃
始
て
翁
陀
針
聞
し
て

日
く
、
師
は
賭
闘
に
門
人
充
満
し
て
、
氾
の
磁
沼
事
足
り
ね
ペ
し
。

我
今
よ
り
方
外
の
友
と
成
り
て
.
批μ
〈
俳
秘
主
守
政
す
べ
し
と
胤
約

せ
し
と
也
。
後
年
翁
再
び
行
仰
の
湖
・
金
城
へ
立
寄
ら
れ
し
K
・
此

の
史
後
れ
て
至
り
・
共
逢
は
ざ
る
を
悔
み
‘
濁
り
裸
馬
に
策
あ
て
弘

、

共
跡
を
し
た
ひ
・
松
任
に
て
迫
付
吉
た
り
。
陪
仰
の
餓
と
て
白
衣
ひ
と

つ
・
金
三
雨
さ
し
出
す
。
会
も
共
志
の
厚
き
を
感
心
せ
ら
る
。
然
る
に

金
銀
は
践
を
慈
く
の
銚
た
り
と
静
し
巾
さ
れ
ぬ
。
叉
北
枝
秋
の
坊

が
念
迫
主
数
ひ
・
或
は
風
流
の
主
と
な
っ
て
‘
加
協
に
怒
人
を
遊
ば

し
む
。
故
に
建
二
坊
も
此
の
人
我
が
友
陀
は
恐
あ
り
と
、
獅
子
物
語

陀
記
せ
り
。
位
に
高
子
を
蕉
門
十
哲
の
外
に
し
て
、
道
を
支
許
等
K

仰
は
る
と
ば
か
り
先
え
た
る
は
、
大
友
る
朕
也
。
本
川
明
文
鑑
K
・
品副

E 




